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グリーンリスト対象物の適正処理とトレーサビリティ確保について
日本鉱業協会ガイドライン概要図
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Competent Authorities
Foreign Country Government

HPで情報公開
・ガイドライン(英語版作成）
・処理量・再資源化率推移、回収率（英語版作成）
・環境・リサイクル事業概現況（鉱山誌）

Trading Company

Overseas Business Partners

Recycler

End Process（Smelter）

売買に関する書類の流れ(契約書、出荷案内書、輸送依頼書、委託契約書、受領書等）
1-②、4 　　製錬所コード、取引先コード、品目、重量等が記載された書類を各社3年間保存(国の求めがあれば提出)

：日常的、定期的に実施
：必要に応じて実施

1 ①当該製錬所は日本鉱業協会にガイドライン遵守の申告をする。②当該製錬所は取引先との契約書にガイドライン遵守の記載をする。
2 ①日本鉱業協会は当該製錬所に製錬所コードを発行する。②当該製錬所は取引先に取引先コードを発行し、製錬所コードを開示する。
3 当該製錬所は鉱業協会に前年度の環境リサイクル事業及びE-scrap輸入量の実績を報告する。
4 国内外取引先は出荷案内書に、当該製錬所は受領書に製錬所コード、取引先コードを記載する。
5 本ガイドラインは日本鉱業協会HPに掲載し公開する。本ガイドラインは日本鉱業協会会員会社の国内事業所に適用する。
6 日本鉱業協会は毎年経産省及び環境省に環境リサイクル事業の現況及びE-scrap輸入量の実績等を報告する。
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このガイドラインは１回/年点検を行


